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2010年度は麻酔科医の大幅増員が実現し、前年度の手術枠制限から一転、枠の拡大により予定手

術のみならず緊急手術についても各科の要望に十分こたえることができた。麻酔科管理手術症例数

の増加は前年比で 5％程度にとどまったが、日勤帯での予定手術施行率が増加し時間外延長症例が

減少した。麻酔科医の増員は長年の夢であった麻酔科術前外来の開設も実現し、低リスク症例にお

いては術前入院日数の短縮が、高リスク症例に対しては早い時期からの綿密な術前評価が可能とな

った。 

また、日常臨床（安全快適な麻酔管理）と若手医師への教育に継続して力を注いできた成果とし

て、2011年度も麻酔科医の数を維持することができ、拡大した手術枠および麻酔科外来とも継続予

定である。 

研究面では、日々の業務で遭遇した問題点を解析・検討することにより、以下の臨床研究を遂行

あるいは計画中である。 

１．術後疼痛管理法の確立 

 ① 硬膜外鎮痛法：特に子宮がん・前立腺がんに対する小線源治療に対して 

 ② 大腿神経ブロック持続法：特に膝関節手術に対して 

 ③ 静脈内投与による患者自己調節鎮痛法（ivPCA）：特に、抗凝固療法などにより、硬膜外鎮

痛法が困難な症例に対して 

２．一回拍出量の呼吸性変動による輸液輸血管理の検討 

３．術前経口補液食の安全性の検討 

４．HIV陽性手術患者の周術期管理 

５．重症患者・大手術の周術期管理 

  ①低心機能患者 

  ②食道癌患者 

  ③膵頭十二指腸切除術患者など 
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